
令和７年度　仕様書

工事名称 川越市立新宿小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事

工事場所 川越市新宿町６丁目９番地１ほか１箇所

【工事大要】
  本工事は、学校体育館に空調設備等を整備するものである。
  ・機械設備工事  一式
  ・電気設備工事  一式 
  ・建築工事      一式

  （対象校）
    １  新宿小学校
    ２  大塚小学校



工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接工事費      

機械設備工事    

1   
式

電気設備工事    

1   
式

建築工事        

1   
式

計

共通費          

  共通仮設費    

1   
式

  現場管理費    

1   
式

  一般管理費等  

1   
式

計

工事価格        

1   
式

消費税等相当額  

1   
式

工事費          

1   
式



工事種別内訳 2

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

【新宿小学校】  

機械設備工事    

1   
式

電気設備工事    

1   
式

建築工事        

1   
式

                小計

【大塚小学校】  

機械設備工事    

1   
式

電気設備工事    

1   
式

建築工事        

1   
式

                小計

計



機械設備工事　科目別内訳 3

新宿小学校

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

空気調和設備    

1   
式

ガス設備        

1   
式

撤去工事        

1   
式

発生材処理      

1   
式

計



電気設備工事　科目別内訳 4

新宿小学校

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

電灯設備        

1   
式

自動制御設備    

1   
式

計



建築工事　科目別内訳 5

新宿小学校

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接仮設        

1   
式

内部改修        

1   
式

外部改修        

1   
式

計



機械設備工事　科目別内訳 6

大塚小学校

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

空気調和設備    

1   
式

ガス設備        

1   
式

発生材処理      

1   
式

計



電気設備工事　科目別内訳 7

大塚小学校

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

電灯設備        

1   
式

自動制御設備    

1   
式

計



建築工事　科目別内訳 8

大塚小学校

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接仮設        

1   
式

内部改修        

1   
式

外部改修        

1   
式

計



出藤齋



出藤齋



出藤齋



R

G

D

リモコンスイッチ

屋外機～屋内機

空調用ドレンチャッキ弁 掃除口付

※ガス供給会社の規定による

※ガス供給会社の規定による

屋内保温仕様（異種管接続部）

設けること。

リモコン線

記 号

冷媒管

凡例（新設）

断熱材被覆銅管

ドレン管

断熱材の厚さ：液管は10.0mm以上 ガス管は20.0mm以上とする。

名 称

屋内：保温機能付空調用ドレン管(ACD)

屋内露出部は合成樹脂製カバーに納める。

冷媒管の自重負荷及び熱膨張負荷軽減のため、冷媒管の竪管へ１箇所竪バンドを

屋外：耐候性向上仕様硬質ポリ塩化ビニル管(カラーVP)

室外機接続部：ドレンホース

注）室内機がドレンアップ仕様の場合は、ドレンアップ部を保温する。

保温筒（ＧＷ20mm厚）＋粘着テープ巻き

屋外露出：カラー鋼管ガス管

GC～室外機：強化ガスホース

土中埋設：ＰＥ管

図中の冷媒管サイズが選定メーカーの仕様と異なる場合は、メーカー仕様を優先する。

EM-CEES1.25sq-2C（露出部はメタルモール(B型)にて保護）室内機～

EM-CEES1.25sq-2C（冷媒管併設）連絡線

※ガス供給会社の規定による

機器重量：

屋外露出部はカラーガルバリウム鋼板カバーに納める。

40

機器表

電源周波数：50Hz

kg

記号 機 器 名 称 台数 機 器 仕 様

外形寸法： 1590Wx690Dx235H

相

外形寸法： 1590Wx690Dx235H

Ｒ Ｃ － １ ワイヤードリモコン 6 台 型式： ワイヤードリモコン - - - -

電圧

冷房

消費

電力

暖房

消費

電力

設置場所

記号 機 器 名 称 台数 機 器 仕 様

相 電圧

冷房

消費

電力

暖房

消費

電力

設置場所

（V） (KW) (KW) 階 室 名 （V） (KW) (KW)

３階 体育館

液晶画面付、運転ランプ、操作スイッチ、他付属品一式 (空調操作盤内）

体 Ｇ Ｈ Ｐ － ２ ガスヒートポンプエアコン 1 組 屋外機型式： 停電時自立運転対応型ビル用マルチエアコン、 1 200

kg

階 室 名

＜冷暖房設備＞ 体ＧＨＰ－３ ガスヒートポンプエアコン

1.33

1

1.19 1階 屋外機置場

マルチ屋外機

組

都市ガス １３Ａ仕様、相当馬力：20馬力 発電時 0.13

屋外機型式： 停電時自立運転対応型ビル用マルチエアコン、 1 200 1.33 1.19 1階 屋外機置場

・上記要件を満たす空調機器等を選定すること。

体 Ｇ Ｈ Ｐ － １

0.13

ガスヒートポンプエアコン

Ｆ － １

1

搬 送 フ ァ ン

組

12

屋外機型式： 停電時自立運転対応型ビル用マルチエアコン、 1

台

200 1.33 1.19 1階 屋外機置場 マルチ屋外機 都市ガス １３Ａ仕様、相当馬力：20馬力 発電時 0.13 0.13

マルチ屋外機 都市ガス １３Ａ仕様、相当馬力：20馬力 発電時 0.13

型式：

0.13 冷房能力： 56 kW 暖房能力： 63.0 kW

冷房能力： 56.0 kW 暖房能力： 63.0 kW ガス消費量(非発電時) 冷房：46.1kW、暖房：42.7kW

ガス消費量(非発電時) 冷房：46.1kW、暖房：42.7kW ガス消費量(発電時) 冷房：49.2kW、暖房：45.6kW

ガス消費量(発電時) 冷房：49.2kW、暖房：45.6kW 発電機容量：4.5kVA

発電機容量：4.5kVA 公共建築工事標準仕様、防振架台、臭化低減機能

公共建築工事標準仕様、防振架台、臭化低減機能

エアー搬送ファン 標準タイプ 1 200 73Ｗ

分岐配管セット、ドレンホースキット、防雪フード、他付属品一式

73Ｗ ３階 体育館

冷房能力： 56.0 kW 暖房能力： 63.0 kW 風量： 1365 ｍ3/ｈ

分岐配管セット、ドレンホースキット、防雪フード、動力制御盤(電源切替盤) 他付属品一式

他付属品一式 機器重量： 870 kg

機器重量： 870 kg 外形寸法： 2026Wx880(+80)Dx2228H

外形寸法：

ガス消費量(非発電時) 冷房：46.1kW、暖房：42.7kW 吊金具共、ON/OFFスイッチ、他附属品一式

仕 様

ガス消費量(発電時) 冷房：49.2kW、暖房：45.6kW

発電機容量：4.5kVA

公共建築工事標準仕様、防振架台、臭化低減機能

2026Wx880(+80)Dx2228H 体 Ｇ Ｈ Ｐ － ３ － １ ガスヒートポンプエアコン 4 台

分岐配管セット、ドレンホースキット、防雪フード、他付属品一式

機器重量： 820 kg

外形寸法： 2026Wx880(+80)Dx2228H

屋内機型式： 天井吊形、相当馬力：5馬力 1 200 117Ｗ 117Ｗ

体 Ｇ Ｈ Ｐ － ２ － １

３階

ガスヒートポンプエアコン

体育館

4

体 Ｇ Ｈ Ｐ － １ － １

台

ガスヒートポンプエアコン

屋内機型式：

4

天井吊形、相当馬力：5馬力

台

1 200 117Ｗ

屋内機型式： 天井吊形、相当馬力：5馬力 1

117Ｗ ３階

200 117Ｗ

体育館

屋内機 冷房能力： 14.0 kW 暖房能力： 16.0 kW

ドレンアップキット、ロングライフフィルター、防振吊具、他付属品一式共

機器重量： 40 kg

117Ｗ ３階 体育館 屋内機 冷房能力： 14 kW 暖房能力： 16 kW

屋内機 冷房能力：

外形寸法： 1590Wx690Dx235H

注記

１．選定する機器は公共建築工事標準仕様とする。

２．機器表に記載のガス消費量及び消費電力は参考値とする。また、機器重量及び外形寸法についても参考値とする。

３．消防法令に基づいて届出（火を使用する設備等の届出）対象の屋外機については、消防と協議の上、屋外機置場に消火器（消火器ボックス含む）を設置すること。

４．選定する機器の能力は、仕様に記載された数値以上とする。

14.0

なお、機器表や平面図記載の機器構成や配線仕様などは参考とし、詳細な仕様については、選定メーカーの指定する仕様に限り、別途監督員と協議し決定するものとする。

kW 暖房能力： 16.0 kW ドレンアップキット、ロングライフフィルター、防振吊具、他付属品一式共

ドレンアップキット、ロングライフフィルター、防振吊具、他付属品一式共

５．GHP停電自立運転は下記について留意すること。

機器重量：

・停電時において、内蔵されている蓄電池装置にて自立運転が可能であること。

・自立運転時において、室内機、搬送機、コンセントおよび照明器具等に電源を供給する。

・空調操作盤は空調リモコンを実装し、課金装置に対応すること。

40

齋 藤 出

（新宿小学校）

（親機）

（子機）

（親機又は子機）
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既設雨水竪樋へ間接放流

R

R

R

50空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)x6

R
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R
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R
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50空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)x6

R
D

A CBB

A

既設雨水竪管外部露出配管に盛替

既設雨水竪樋へ間接放流

A

C

D , D , D

A

体育館

既設雨水竪管外部露出配管に盛替

A

A

D

AA

5
0
0

3
,
7
0
0

4FL

3
,
7
0
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2FL

3
,
7
0
0
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3
,
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0
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RSL

A A

A B

A

（新宿小学校）
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G

G

G

屋外機廻り平面詳細図参照

100

100GC(BOX共)

新設ガス管引込100A

配置図 S=1/300

※ガス会社工事

都市ガス本管50A→100Aに入替

都市ガス本管100A

既設80GC(BOX共) 残置

既設都市ガス引込管75

ガス管引込位置変更後キャップ止め

既設ガス管75残置

既設ガス管75残置

100

75

75

▽４ＦＬ

屋内体育場

▽ＲＣ上端

▽鉄骨上端（水下）

１０
２

鉄骨上端（水上）▽

X1

カラーVP100A

既存雨水竪管に接続

既設雨水配管切断の上新設管100A接続

既設雨水管(SGP100)撤去

既存防球ネット

RC壁コア抜き150φ

L-40×40×3t

金属製拡張式アンカーM10×2箇所(想定)

※積水化学工業製

じょうごV200相当品

排水鋼管用可とう継手(掃除口付き)

４階室内機設置断面参考図（改修後） Ｓ＝１／５０

孔埋め補修、化粧プレート保護

新設雨水管(VP100)

塩ビ製集水器

電線管敷設

新設冷媒配管

既存雨水配管

(横引き管上流末端)CO50

合流部クロス継手（100×50)
又はDY継手(100×50)

つまみ型CO100

▽４ＦＬ

▽ＲＣ上端

▽鉄骨上端（水下）

１０
２

X1
４階室内機設置断面参考図（改修前） Ｓ＝１／５０

齋 藤 出

（新宿小学校）

※各改修箇所について高所作業車を見込むこと。
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R
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e

既設ガスメーターNB16号(GHP用)

50

屋外機廻り平面詳細図 Ｓ＝１／５０

D , D , D
50

※図中 は配管支持架台（ＭＡ-02図 ）

記号を表す

100

既設ガスメーターNSB30号(一般用)

c

7
5

75

ドレン用浸透桝300φ×500H新設

x3箇所

ガスメーターNS25（ガス会社貸与品）

冷媒管ラック 600Wx130Hx5000L

亜鉛メッキ鋼板製（歩路用）

e

ドレンホース

75

既存ガス配管に接続

ガス管引込位置変更後キャップ止め

x6

7
5

B矢視

A
矢

視

25

25

80GC(BOX共)

5
0

25

既設ガス配管75A

アスファルト舗装（解体復旧共）

レジンメーター台共

D , D , D

100

5
0

50

x2c

機器廻り弁類

ＧＨＰ(体ＧＨＰ－１，２，３)

ガス： 20GCx3

20強化ガスホースx3

1
,
0
0
0

G

GG

G

G

G

D

G

D

G

D
GR R

G
GGGG

RR

R R R

▼ＧＬ

ガスメーターNS25

（ガス会社貸与品）

動力制御盤（電源切替盤）

A矢視参考図 Ｓ＝１／５０

ドレンホース

1
,
0
0
0

R

D

D

D

D

RRR

ドレン排水間接受けφ50ｘ6

ドレン用浸透桝300φ×500H

へ放流

ドレンホース

B矢視参考図 Ｓ＝１／５０

▼ＧＬ

50

50

齋 藤 出

（新宿小学校）



R

R RRRRR
D

R

R

D

R

RRR

RR

×2

R

R

R

R

R

R

D
RR

D

R

R

R
R

R

R
R

R

R R

RR

D

R

D

D

R
RR

D

R

×4 ×2

Ｆ－１
×6

×4

Ｆ－１
×6

RRR

既存防球ネット

既存防球ネット

改修後４階平面図 S=1/100

a※図中 は配管支持架台（ＭＡ-02図 ）

記号を表す

b

150φコア抜きx2

A

立下部掃除口キャップx6

立下部掃除口キャップx6

A A A A A

A A A A A A

B C D D , B

B C D D , B

D , D , D

50 50 50 50 50 50

50 50 50 50 50 50

150φコア抜きx2

D , D , D

b x4

x5a

a x8

150φコア抜きx4

150φコア抜きx4

既設雨水竪管外部露出配管に盛替x4箇所

既設雨水竪管外部露出配管に盛替x4箇所

50空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)x6

50空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)x6

注 記

1. 冷媒管の口径は左表による。

2. 冷媒管外装について屋外はカラーガルバリウム製ラッキング仕上

屋内露出部は合成樹脂製カバー仕上げとする。

3. 室内機電源、搬送ファン電源についてはEM-EEF2.0-3C(1CE)×2を

冷媒配管に共巻きとして見込むものとする。

4. 屋内機ドレン配管立下部に空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)を

見込むものとする。

5. 機器設置においては新設機器架台により機器吊り込みを行い

後打ちアンカーボルトにて梁下面に固定を行う。

６. 配管の敷設位置及びレベルについては既設開口部の開閉及び

カーテンの開閉に支障の無いよう現場状況に応じて施工を

行うものとする。

7. 外壁コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。
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（新宿小学校）



（新宿小学校）
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TB2

(+)

(-)

(-)

(+)

(DC12V)

(DC12V)

(DC12V)

18P-3

18P-4

18P-6

18P-5

RL
C1

(LED)

RN RP

(-) (+)

DC12V

18P-2

18P-1

DC12V

(+)(-)

OPON

(LED)
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C1

B2B1
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1

HW1B-A110B
(IDEC)
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HW2P-1Q3R
(IDEC)
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0
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（新宿小学校）

出藤齋



Ｃ

動力制御盤（電源切替盤）
３階へ

１階平面図 S=1/100

ED

新設D種接地工事（ELB用）

動力制御盤及びＬ-体育 分電盤へ

冷媒管ラック

E8.0(VE16)

Ａ

Ａ

Ｂ

注 記

1. 室外機廻り配線については、選定した空調機器

メーカーの配線要領によるため、参考図とする

2. GHP屋外機及び動力制御盤はGL+1000基礎上

に設置となるため立上を見込むこと。

記号 配管配線内訳 種別

Ａ EM-CE8ﾟ-3C(1CE)
FEP50～

冷媒管ラック～

F2-24防水
GHP屋外機電源

B

EM-CE8ﾟ-3C(1CE)
FEP50～

冷媒管ラック～

F2-24防水
GHP屋外機電源

EM-CE14ﾟ-2C
FEP50～

冷媒管ラック～

F2-30防水
自立出力

C

EM-CE60ﾟ-2C+E8ﾟ
FEP50～冷媒管ラ

ック～GZ54
屋外機用入力電源

EM-CE8ﾟ-2C FEP50～

冷媒管ラック～

GZ42

照明負荷（非常）

EM-CE22ﾟ-2C コンセント負荷（非常）

EM-EEF2.0-3C(1CE)x3 FEP50～

冷媒管ラック～

冷媒管共巻

GHP屋内機電源

EM-EEF2.0-3C(1CE)x3 搬送ﾌｧﾝ電源

WP

※Ｃ

3L-2

躯体壁コア抜き75φx2

空調操作盤新設

自立運転スイッチ盤新設

E

F

3階平面図 S=1/100

D

※Ｄ

４階へ

躯体壁コア抜き100φ

１階より

躯体壁コア抜き100φ

既設埋込分電盤

体育館配電盤新設

（別途電気設備工事）

記号 配管配線内訳 種別

Ｄ EM-EEF2.0-3C(1CE) 盤上部ダクト

(別途電気設備工事)～

天井内～

MMC

空調操作盤制御電源

Ｅ EM-EEF2.0-3Cx6 天井内～MMC 搬送ファンスイッチ

Ｆ

EM-CE60ﾟ-2C+E8ﾟ GZ42,GZ54～

天井内～

盤上部ダクト

(別途電気設備工事)

屋外機用入力電源

EM-CE8ﾟ-2C 照明負荷（非常）

EM-CE22ﾟ-2C コンセント負荷（非常）

齋 藤 出

（新宿小学校）



Ｇ

※A

Ｇ

Ｇ

※A

Ｇ

※A

Ｇ

Ｐ３

※A

Ｊ

※Ｂ

Ｇ

Ｐ５

Ｇ

Ｈ

Ｇ

Ｐ2

※A※A

Ｇ
Ｐ６

Ｐ３

K

冷媒管ラッキング内より搬送ファン電源

EM-EEF-2.0-3C(1CE)x3取出

※A※A

Ｇ

Ｈ

Ｐ2

K

ＪＩＩ

※A

冷媒管ラッキング内より搬送ファン電源

EM-EEF-2.0-3C(1CE)x3取出

Ｉ Ｉ

Ｈ

３階より

Ｇ

Ｊ

４階平面図 S=1/100

Ｐ５Ｐ4 Ｐ4

Ｐ１ Ｐ１

Ｐ６

Ｐ2

Ｊ

※A

Ｈ

※A

※Ｂ

Ｇ

※A

注 記

1. プルボックスサイズ仕様は下記とし、WPは防水型とする

2. ※Ａ：150×150×150 錆止め塗装E端子付

※Ｂ：300×300×300 錆止め塗装E端子付

※Ｃ：400×400×200 錆止め塗装E端子付

※Ｄ：600×600×600 (防水型) SUS E端子付

3. 室内機電源、搬送ファン電源についてはEM-EEF2.0-3C(1CE)×2を

冷媒配管に共巻きとして見込むものとする。

4. 躯体コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。

5. P1からP6は屋内機や搬送ファンの組み合わせを示す。

記号 配管配線内訳 種別

Ｇ EM-EEF2.0-3C(1CE) (PF22) 搬送ファン電源

Ｈ EM-EEF2.0-3C(1CE) (E25) 搬送ファン電源

Ｉ EM-EEF2.0-3C(1CE)x2 (E31) 搬送ファン電源

Ｊ EM-EEF2.0-3C(1CE)x3 (E39) 搬送ファン電源

Ｋ EM-EEF2.0-3Cx3 (E39) 搬送ファンスイッチ

齋 藤 出

（新宿小学校）



冷媒管ラック

1階平面図 S=1/100

Ｃ

３階へ
B

動力制御盤（電源切替盤）

A

A

記号 配管配線内訳 種別

Ａ

EM-CEES1.25ﾟ-2C
F2-38 防水～

冷媒管ラック～

F2-38 防水

屋外機渡り線

EM-CEES1.25ﾟ-2C 同期信号線

EM-CEES1.25ﾟ-2C インバーター間通信線

Ｂ

EM-CEES1.25ﾟ-2C FEP30(復電信号線

・自立負荷リレー線

のみ）～冷媒管ラッ

ク～F2-63防水

復電信号線

EM-CEES1.25ﾟ-2C 自立負荷接続リレー線

EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3 自立SW,ランプ線

C EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3
冷媒管ラック～

F2-38防水～

GZ36
自立SW,ランプ線

WP

Ｅ

空調操作盤新設

４階へ

3階平面図 S=1/100

躯体壁コア抜き50φ

※B

3L-2
1階より

Ｆ

Ｄ

※Ｃ

躯体壁コア抜き50φ

体育館配電盤新設

（電気設備工事）

既設埋込分電盤

記号 配管配線内訳 種別

Ｄ EM-CE2ﾟ-2C 盤上部ダクト

(別途電気設備工事)～

天井内～

MMC

照明制御線

Ｅ
EM-CEES1.25ﾟ-2Cx6

天井内～MMC
個別リモコン線

EM-CEES1.25ﾟ-2C 空調制御線

Ｆ EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3 GZ36～

天井内～

盤上部ダクト

(別途電気設備工事)

自立SW,ランプ線

齋 藤 出

（新宿小学校）

自立運転スイッチ盤新設



Ｆ－１
×6

×4 ×2

×4

Ｆ－１
×6

×2

Ｋ

G

Ｉ

※Ａ

Ｋ

※Ａ
Ｊ

※Ａ

Ｊ

G G
Ｐ３

Ｐ４

※Ａ

Ｇ

Ｐ６

Ｋ

G

Ｐ６

※Ａ
Ｋ

※Ａ

Ｐ２

４階平面図 S=1/100

3階より

Ｐ３

※Ａ

Ｌ

Ｐ５

Ｐ２

Ｐ４

※Ａ

※Ａ

Ｐ１

Ｐ５

Ｇ

※Ａ

Ｊ

Ｊ

G

Ｉ

Ｇ，Ｈ

※Ａ

G
Ｐ１

ＩＩ

Ｇ

※Ａ

Ｇ Ｇ

注 記

1. プルボックスサイズ仕様は下記とし、WPは防水型とする

2. ※Ａ：150×150×150 錆止め塗装

※Ｂ：300×300×200 錆止め塗装

※Ｃ：200×200×200 (防水型) SUS

3. 室内機制御配線渡り配線についてはEM-CEES1.25ﾟ-2C

を冷媒配管共巻きとして見込むものとする。

4. 躯体コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。

5. P1からP6は屋内機や搬送ファンの組み合わせを示す。

記号 配管配線内訳 種別

Ｇ EM-CEES1.25ﾟ-2C (PF14) 個別リモコン線

Ｈ EM-CEES1.25ﾟ-2C (PF14) 空調制御線

I EM-CEES1.25ﾟ-2C (E19) 個別リモコン線

J EM-CEES1.25ﾟ-2Cx2 (E31) 個別リモコン線

Ｋ EM-CEES1.25ﾟ-2Cx3 (E39) 個別リモコン線

L
EM-CEES1.25ﾟ-2Cx3

(E51)
個別リモコン線

EM-CEES1.25ﾟ-2C 空調制御線

※Ｂ

齋 藤 出

（新宿小学校）



出藤齋

■ 建築工事仕様

（以下、「標準仕様書」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。

なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。

（２）本特記仕様書の表記

１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

３）［ ． ．］内の表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図表を示し、（ ． ．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。

外観検査 ※行う ・行わない

の形鋼、鋼板

１ 鉄筋１

鉄
筋
工
事

呼 び 径 (㎜ )

・図示による

３ 鉄筋の継手

項 目 特 記 事 項

・図示による （ ）

４ 鉄筋の定着

40ｄ

最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

及び間隔

※図示による（構造関係共通図(配筋標準図)4(1)表4.1）

・ 図 示に よ る （ ） ・

５ 鉄筋の

かぶり厚さ

※図示による

３

鉄
骨
工
事

の「鉄骨製作工場の性能評価基準」により評価を受け、

評価の区分 ※ （ Ｒ ）グレード ・指定しない

工場

３ 鋼材

・ J IS規格による ・

・ J IS規格による ・

規 格

・図示による

４ 高力ボルト ボルトの種類

・トルシア形高力ボルト ・JIS形高力ボルト

ボルトのねじの呼び ・図示による（ ）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

※標準仕様書7.4.2(1)による ・

・溶融亜鉛めっき高力ボルト ・ワンサイドボルト

・ブラスト処理（表面粗度50μm Rz以上）

・ボルト穴廻り メッキ時養生

(表 14・2・4 )を行う。

・構造用アンカーボルト（JIS B 1220）

種類 ・ABR400 ・ABR490 ・

め っ き

アンカーボルト類

・[8.2.10](1)、(2)以外の溶接材料

材料及び使用箇所 ・図示による ( )

・抜き取り検査①

７ 溶接部の

試験

※抜き取り検査②

・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強

マニュアル」3.5 .2 受入検査による

合板せき板を用いるコンクリートの

仕上り

適 用 箇 所

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

※図示による （ ）

※図示による （ ）

※図示による （ ）

１ コ ン ク リ ー ト

の種類等 ※Ⅰ類（J IS A 5308 への適合を認証されたコンクリート）

・Ⅱ類（J IS A 5308 に適合したコンクリート )

普通コンクリート ※図示による

ス ラ ン プ
質量（ t /m３）

2.3程度・2 4 ・15又は18 ・18

２

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

※全数 ・

・ Ａ 種

の形鋼、鋼板

２ セ メ ン ト

かつ28日目で 402Ｊ /ｇ以下のものとする。

適用箇所（※全て ・ ）

シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に

示された規定の他、水和熱が7日目で352Ｊ/ｇ以下、

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、

３ 骨材 アルカリシリカ反応性による区分

※Ａ・Ｂ (コンクリート中のアルカリ総量が3.0 kg/m３ 以下 )

※標準仕様書6.3.1(4)(a)による ・

※標準仕様書6.3.1(4)(b)による ・

・混和材

・混和剤

・合板（※12mm ・ ）Ｇ

※標準仕様書6.8.4による

（ ※図 示 に よ る （ ） ・ ）

・普通エコセメントの場合

６ 型枠

験の不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を

行い、再試験する。

※全数 ・

普通ボルト・ナット類、

・JASS 6 10.4［受入検査］e.溶接部の外観検査(1)から(5)

までによる。ただし、完全溶込み溶接部の外観検査の抜取

亜鉛めっき

・ Ｃ種

・Ｂ種

・リン酸処理

・15又は18 ・182.3程度・1 8

材料及び使用箇所 ・図示による（ ）
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普通教室棟

木

グ ラ ウ ン ド

プ ー ル

管理・特別教室棟
体育館



R

G

D

なお、機器表や平面図記載の機器構成や配線仕様などは参考とし、詳細な仕様については、選定メーカーの指定する仕様に限り、別途監督員と協議し決定するものとする。

機器表

電源周波数：50Hz

記号 機 器 名 称 台数 機 器 仕 様

相 電圧

冷房

消費

電力

暖房

消費

電力

設置場所

記号 機 器 名 称 台数 機 器 仕 様

相 電圧
消費

電力
設置場所

（V） (KW) (KW) 階 室 名 （V） (KW) 階 室 名

＜冷暖房設備＞ ＲＣ－１ ワイヤードリモコン 4 個 型式： ワイヤードリモコン - - - ３階 体育館

体 Ｇ Ｈ Ｐ － １ ガスヒートポンプエアコン 1 組 屋外機型式： 停電時自立運転対応型ビル用マルチエアコン、 1 200 1.33 1.19 1階 屋外機置場 液晶画面付、運転ランプ、操作スイッチ、他付属品一式 (空調操作盤内）

マルチ屋外機 都市ガス仕様、相当馬力：20馬力 発電時 0.13 0.13

冷房能力： 56.0 kW 暖房能力： 63.0 kW

ガス消費量(非発電時) 冷房：46.1kW、暖房：42.7kW Ｆ － １ 搬 送 フ ァ ン 8 台 型式： エアー搬送ファン 標準タイプ 1 200 73Ｗ ３階 体育館

ガス消費量(発電時) 冷房：49.2kW、暖房：45.6kW 風量： 1365 ｍ3/ｈ

発電機容量：4.5kVA 吊金具共、ON/OFFスイッチ、他附属品一式

公共建築工事標準仕様、防振架台、臭化低減機能

分岐配管セット、ドレンホースキット、防雪フード、動力制御盤(電源切替盤)

他付属品一式

機器重量： 870 kg

外形寸法： 2026Wx880(+80)Dx2228H

体 Ｇ Ｈ Ｐ － １ － １ ガスヒートポンプエアコン 4 台 屋内機型式： 天井吊形、相当馬力：5馬力

発電機容量：4.5kVA

1

公共建築工事標準仕様、防振架台、臭化低減機能

分岐配管セット、ドレンホースキット、防雪フード、他付属品一式

機器重量：

200

820 kg

外形寸法： 2026Wx880(+80)Dx2228H

体 Ｇ Ｈ Ｐ － ２ － １ ガスヒートポンプエアコン 4 台 屋内機型式： 天井吊形、相当馬力：5馬力 1 200

117Ｗ 117Ｗ ３階 体育館

屋内機 冷房能力： 14.0 kW 暖房能力： 16.0 kW

ロングライフフィルター、防振吊具、他付属品一式共

117Ｗ 117Ｗ

機器重量： 40 kg

外形寸法： 1590Wx690Dx235H

体 Ｇ Ｈ Ｐ － ２ ガスヒートポンプエアコン 1 組 屋外機型式： 停電時自立運転対応型ビル用マルチエアコン、 1

３階 体育館

屋内機 冷房能力： 14.0 kW 暖房能力： 16.0 kW

ロングライフフィルター、防振吊具、他付属品一式共

機器重量：

200

40 kg

外形寸法： 1590Wx690Dx235H

注記

1.33 1.19 1階 屋外機置場

マルチ屋外機 都市ガス仕様、相当馬力：20馬力

１．選定する機器は公共建築工事標準仕様とする。

２．機器表に記載のガス消費量及び消費電力は参考値とする。また、機器重量及び外形寸法についても参考値とする。

３．消防法令に基づいて届出（火を使用する設備等の届出）対象の屋外機については、消防と協議の上、屋外機置場に消火器（消火器ボックス含む）を設置すること。

４．選定する機器の能力は、仕様に記載された数値以上とする。

５．GHP停電自立運転は下記について留意すること。

・停電時において、内蔵されている蓄電池装置にて自立運転が可能であること。

・自立運転時において、室内機、搬送機、コンセントおよび照明器具等に電源を供給する。

ガス消費量(発電時) 冷房：49.2kW、暖房：45.6kW

発電時 0.13 0.13

冷房能力： 56.0 kW 暖房能力：

リモコンスイッチ

屋外機～屋内機

空調用ドレンチャッキ弁 掃除口付

※ガス供給会社の規定による

※ガス供給会社の規定による

屋内保温仕様（異種管接続部）

設けること。

リモコン線

記 号

冷媒管

凡例（新設）

断熱材被覆銅管

ドレン管

断熱材の厚さ：液管は10.0mm以上 ガス管は20.0mm以上とする。

名 称

屋内：保温機能付空調用ドレン管(ACD)

屋内露出部は合成樹脂製カバーに納める。

冷媒管の自重負荷及び熱膨張負荷軽減のため、冷媒管の竪管へ１箇所竪バンドを

屋外：耐候性向上仕様硬質ポリ塩化ビニル管(カラーVP)

室外機接続部：ドレンホース

注）室内機がドレンアップ仕様の場合は、ドレンアップ部を保温する。

保温筒（ＧＷ20mm厚）＋粘着テープ巻き

屋外露出：カラー鋼管ガス管

GC～室外機：強化ガスホース

土中埋設：ＰＥ管

図中の冷媒管サイズが選定メーカーの仕様と異なる場合は、メーカー仕様を優先する。

EM-CEES1.25sq-2C（露出部はメタルモール(B型)にて保護）室内機～

EM-CEES1.25sq-2C（冷媒管併設）連絡線

※ガス供給会社の規定による

屋外露出部はカラーガルバリウム鋼板カバーに納める。

63.0

仕 様

kW

・空調操作盤は空調リモコンを実装し、課金装置に対応すること。

ガス消費量(非発電時) 冷房：46.1kW、暖房：42.7kW

・上記要件を満たす空調機器等を選定すること。

齋 藤 出

(大塚小学校)
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R

R

R

R

R

R

R
D

R
D

R
D

D

×4

R
D

R

R

D

R

R
R

R

×4

D

R

R

D

R

R

R
R

D D D

RR

D

R

RRR

R

R R R R

25

GL

既設雨水竪管に接続

25

3
,
6
0
0

3FL

3
,
6
2
0

2FL

1FL

3
,
7
0
0

4FL 体育館

3
,
6
3
0

25

RSL

25

3
0
0

空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)25Ax4

25

DC B A C B A

A A A A A A

25

D

D

空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)25Ax4

既設雨水竪管に接続

25 25

立下部掃除口キャップx4

立下部掃除口キャップx4

D
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G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

R R

G

駐車場

教室棟

75

75

80GC(BOX共)

配置図 S=1/100

新設都市ガス引込管75

都市ガス本管100A

D , D

樹木(高木)回避

樹木(高木)回避

既設桝回避

屋外機廻り平面詳細図参照

齋 藤 出

（大塚小学校）



R

R

R G

R

R

R

G

RR

R R
R

G

G

G

R

冷媒管ラック 450Wx150Hx3000L

c

屋外機廻り平面詳細図 Ｓ＝１／５０

ドレン砕石部に放流

※図中 は配管支持架台（ＭO-02図 ）

記号を表す

架台 ｘ4

D , D

4
0
A

32A

B
矢

視

32A

A矢視

75

ガスメーターNB16(ガス会社貸与)

メーター自立架台共

ドレン砕石部に放流
亜鉛メッキ鋼板製(歩路用)

c

50

砂場

焼釜庫

駐車場

5
0

ドレンホースドレンホース

D , D

機器廻り弁類

ＧＨＰ(体ＧＨＰ－１，２)

ガス： 20GCx2

20強化ガスホースx2

1
,
0
0
0

(
5
0
0
)

G

D DG

R

G

D

GG

R

RR

G G

R

RR
G

▼ＧＬ

A矢視参考図 Ｓ＝１／５０

※（ ）寸法は参考とし、

施工条件等に合わせ調整すること

配管配線ラックに固定

ドレンホース

1
,
0
0
0

R

D

R

R R

R R

RR

B矢視参考図 Ｓ＝１／５０

ドレンホース

動力制御盤（電源切替盤）

▼ＧＬ

架台 ｘ4

ドレン排水間接受けφ50

ｃ

50

50

ドレンホース

齋 藤 出
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RR
D D

R

R R

D
R

R

R R

D

R

D
R

R

D

R
R

R

R

R

R

R R

D

x2

25 B

25

立下部掃除口キャップx4

※立下部空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)

※立下部空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)

150φコア抜き

既存雨水竪管に接続x4箇所

既存防球ネット

既存防球ネット

b

A B 25 25

DA C2525

a※図中 は配管支持架台（ＭO-02図 ）

記号を表す

b

25 C

150φコア抜き

25

×4

Ｆ－１
×4

Ｆ－１
×4

×4

既存雨水竪管に接続x4箇所

立下部掃除口キャップx4

D , D

a

x13a

４階平面図 S=1/100
注 記

1. 冷媒管の口径は左表による。

2. 冷媒管外装について屋外はカラーガルバリウム製ラッキング仕上

屋内露出部は合成樹脂製カバー仕上げとする。

3. 室内機電源、搬送ファン電源についてはEM-EEF2.0-3C(1CE)×2を

冷媒配管に共巻きとして見込むものとする。

4. 屋内機ドレン配管立下部に空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)を

見込むものとする。

5. 機器設置においては新設機器架台により機器吊り込みを行い

後打ちアンカーボルトにて梁下面に固定を行う。

６. 配管の敷設位置及びレベルについては既設開口部の開閉及び

カーテンの開閉に支障の無いよう現場状況に応じて施工を

行うものとする。

7. 外壁コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。

ギャラリー

既存雨水竪管に接続

※取付高さは監督員と協議による

既存防球ネット

断面参考図 Ｓ＝１／５０

空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)

Ｔ

既存雨水配管

立下部掃除口キャップ

SGP100A

齋 藤 出
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B

NP03

TB

TB2

(+)

(-)

(-)

(+)

(DC12V)

(DC12V)

(DC12V)

18P-3

18P-4

18P-6

18P-5

RL
C1

(LED)

RN RP

(-) (+)

DC12V

18P-2

18P-1

DC12V

(+)(-)

OPON

(LED)

OL
C1

B2B1

PBS
1

HW1B-A110B
(IDEC)

HW2P-1Q3A
(IDEC)

HW2P-1Q3R
(IDEC)

NP03

PBS

OL

RL

160

2
0
0

150
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WP

P.B 600x600x300(防水型)

※D

新設D種接地工事（ELB用）

動力制御盤及び体育館配電盤へ

ED

E8.0(VE16)

ＡＢ
Ｃ４階へ

１階平面図 S=1/100

記号 配管配線内訳 種別

Ａ EM-CE5.5ﾟ-3C(1CE)
FEP50～

冷媒管ラック～

F2-24防水
GHP屋外機電源

B

EM-CE5.5ﾟ-3C(1CE)
FEP50～

冷媒管ラック～

F2-24防水
GHP屋外機電源

EM-CE8ﾟ-2C
FEP50～

冷媒管ラック～

F2-24防水
自立出力

C

EM-CE38ﾟ-2C+E8ﾟ
FEP50～冷媒管ラ

ック～GZ54
屋外機用入力電源

EM-CE5.5ﾟ-2C FEP50～

冷媒管ラック～

GZ42

照明負荷（非常）

EM-CE8ﾟ-2C コンセント負荷（非常）

EM-EEF2.0-3C(1CE)x2 FEP50～

冷媒管ラック～

冷媒管共巻

GHP屋内機電源

EM-EEF2.0-3C(1CE)x2 搬送ﾌｧﾝ電源

注 記

1. 室外機廻り配線については、選定した空調機器

メーカーの配線要領によるため、参考図とする

2. GHP屋外機及び動力制御盤はGL+1000基礎上

に設置となるため立上を見込むこと。

WP

Ｆ

Ｅ

４階へ

L-3

体育館配電盤新設

（電気設備工事）

既設埋込分電盤

４階より

４階へ

既設埋込端子盤
自立運転スイッチ盤新設 空調操作盤新設

Ｅ

※D

Ｄ

躯体壁コア抜き100φ

※器具庫天井内配線については既設天井点検口より

天井内作業可能

３階平面図 S=1/100

記号 配管配線内訳 種別

Ｄ EM-EEF2.0-3C(1CE) 盤上部ダクト

（別途電気設備工事）

～

天井内～MMC

空調操作盤制御電源

Ｅ EM-EEF2.0-3Cx2 天井内～MMC 搬送ファンスイッチ

Ｆ

EM-CE38ﾟ-2C+E8ﾟ GZ42,GZ54～

天井内～

盤上部ダクト

（別途電気設備工事）

屋外機用入力電源

EM-CE5.5ﾟ-2C 照明負荷（非常）

EM-CE8ﾟ-2C コンセント負荷（非常）

齋 藤 出
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×4

Ｆ－１
×4

Ｆ－１
×4

×4

WP

※Ａ

Ｇ Ｇ

※Ａ

Ｇ

３階より

※Ａ

Ｇ

Ｇ

ＧＧ

冷媒管ラッキング内より搬送ファン電源

EM-EEF-2.0-3C(1CE)取出

※Ａ

Ｐ２Ｐ２
Ｇ

Ｉ

ＩＨＨ

Ｊ

Ｈ Ｉ

Ｐ１

３階より

Ｉ

※Ａ

※Ａ

Ｊ

Ｈ

Ｐ３

Ｐ１

Ｐ３ Ｐ４Ｐ４

※Ａ ※Ｂ

ボード壁孔開けの上通線

※Ａ

※Ｃ

冷媒管ラッキング内より搬送ファン電源

EM-EEF-2.0-3C(1CE)取出

ボード壁孔開けの上通線

※Ｂ

１階より

３階へ

４階平面図 S=1/100

記号 配管配線内訳 種別

Ｇ EM-EEF2.0-3C(1CE) (PF22) 搬送ファン電源

Ｈ EM-EEF2.0-3C(1CE) (E25) 搬送ファン電源

Ｉ EM-EEF2.0-3C(1CE)x2 (E31) 搬送ファン電源

Ｊ

EM-CE38ﾟ-2C+E8ﾟ GZ54 屋外機用入力電源

EM-CE5.5ﾟ-2C
GZ42

照明負荷（非常）

EM-CE8ﾟ-2C コンセント負荷（非常）

注 記

1. プルボックスサイズ仕様は下記とし、WPは防水型とする

2. ※Ａ：150×150×150 錆止め塗装E端子付

※Ｂ：300×300×300 錆止め塗装E端子付

※Ｃ：400×400×200 (防水型) SUS E端子付

※Ｄ：600×600×600 (防水型) SUS E端子付

3. 室内機電源、搬送ファン電源についてはEM-EEF2.0-3C(1CE)×2を

冷媒配管に共巻きとして見込むものとする。

4. 躯体コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。

5. P1からP4は屋内機や搬送ファンの組み合わせを示す。

齋 藤 出

（大塚小学校）



WP

1階平面図 S=1/100

冷媒管ラック

動力制御盤（電源切替盤）

C

B

A

４階へ
※Ｃ

記号 配管配線内訳 種別

Ａ

EM-CEES1.25ﾟ-2C

F2-38 防水

屋外機渡り線

EM-CEES1.25ﾟ-2C 同期信号線

EM-CEES1.25ﾟ-2C インバーター間通信線

Ｂ

EM-CEES1.25ﾟ-2C FEP30(復電信号線

・自立負荷リレー線

のみ）～冷媒管ラッ

ク～F2-63防水

復電信号線

EM-CEES1.25ﾟ-2C 自立負荷接続リレー線

EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3 自立SW,ランプ線

C EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3
冷媒管ラック～

F2-38防水～

GZ36
自立SW,ランプ線

WP

Ｇ

４階へ

F
自立運転スイッチ盤新設 空調操作盤新設

3階平面図 S=1/100

躯体壁（天井内)コア抜き50φ

D

４階へ

L-3

F

E

E

※Ｃ

４階へ

※器具庫天井内配線については既設天井点検口より

天井内作業可能

体育館配電盤新設

（電気設備工事）

既設埋込分電盤

既設埋込端子盤

記号 配管配線内訳 種別

Ｄ EM-CE2ﾟ-2C 盤上部ダクト

（別途電気設備工事）

～

天井内～MMC

照明制御線

Ｅ
EM-CEES1.25ﾟ-2Cx2

天井内～MMC
個別リモコン線

EM-CEES1.25ﾟ-2C 空調制御線

Ｆ EM-CEES1.25ﾟ-2Cx2 天井内～MMC 個別リモコン線

G EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3 GZ36～

天井内～MMC
自立SW,ランプ線

齋 藤 出
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Ｆ－１
×4

×4

Ｆ－１
×4

×4

WP

Ｈ

Ｋ

３階へ

Ｊ Ｌ

Ｈ

※A

※A

Ｋ

３階へ

Ｈ

※A

Ｊ

※A

Ｈ

１階より

Ｐ２

Ｈ
※A

Ｋ

Ｐ１

※A ※A

Ｊ

Ｐ３

※Ｂ

Ｍ

※Ｂ

※A

※Ｃ

Ｈ

Ｐ２

ボード壁孔開けの上通線

Ｐ３ Ｐ４ Ｐ４

Ｐ１

ボード壁孔開けの上通線

Ｈ,ＩＨ

Ｊ

３階へ

Ｍ

４階平面図 S=1/100

記号 配管配線内訳 種別

H EM-CEES1.25ﾟ-2C (PF14) 個別リモコン線

I EM-CEES1.25ﾟ-2C (PF14) 空調制御線

J EM-CEES1.25ﾟ-2C (E19) 個別リモコン線

K EM-CEES1.25ﾟ-2Cx2 (E31) 個別リモコン線

L
EM-CEES1.25ﾟ-2Cx2

(E39)
個別リモコン線

EM-CEES1.25ﾟ-2C 空調制御線

M EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3 (GZ36) 自立SW,ランプ線

注 記

1. プルボックスサイズ仕様は下記とし、WPは防水型とする

2. ※Ａ：150×150×150 錆止め塗装

※Ｂ：200×200×200 錆止め塗装

※Ｃ：200×200×200 (防水型) SUS

3. 室内機制御配線渡り配線についてはEM-CEES1.25ﾟ-2C

を冷媒配管共巻きとして見込むものとする。

4. 躯体コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。

5. P1からP4は屋内機や搬送ファンの組み合わせを示す。
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出藤齋

■ 建築工事仕様

（以下、「標準仕様書」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。

なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。

（２）本特記仕様書の表記

１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

３）［ ． ．］内の表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図表を示し、（ ． ．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。

外観検査 ※行う ・行わない

の形鋼、鋼板

１ 鉄筋１

鉄
筋
工
事

呼 び 径 (㎜ )

・図示による

３ 鉄筋の継手

項 目 特 記 事 項

・図示による （ ）

４ 鉄筋の定着

40ｄ

最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

及び間隔

※図示による（構造関係共通図(配筋標準図)4(1)表4.1）

・ 図 示に よ る （ ） ・

５ 鉄筋の

かぶり厚さ

※図示による

３

鉄
骨
工
事

の「鉄骨製作工場の性能評価基準」により評価を受け、

評価の区分 ※ （ Ｒ ）グレード ・指定しない

工場

３ 鋼材

・ J IS規格による ・

・ J IS規格による ・

規 格

・図示による

４ 高力ボルト ボルトの種類

・トルシア形高力ボルト ・JIS形高力ボルト

ボルトのねじの呼び ・図示による（ ）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

※標準仕様書7.4.2(1)による ・

・溶融亜鉛めっき高力ボルト ・ワンサイドボルト

・リン酸処理

・ボルト穴廻り メッキ時養生

(表 14・2・4 )を行う。

・構造用アンカーボルト（JIS B 1220）

種類 ・ABR400 ・ABR490 ・

め っ き

アンカーボルト類

・[8.2.10](1)、(2)以外の溶接材料

材料及び使用箇所 ・図示による ( )

・抜き取り検査①

７ 溶接部の

試験

※抜き取り検査②

・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強

マニュアル」3.5 .2 受入検査による

合板せき板を用いるコンクリートの

仕上り

適 用 箇 所

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

※図示による （ ）

※図示による （ ）

※図示による （ ）

１ コ ン ク リ ー ト

の種類等 ※Ⅰ類（J IS A 5308 への適合を認証されたコンクリート）

・Ⅱ類（J IS A 5308 に適合したコンクリート )

普通コンクリート ※図示による

ス ラ ン プ
質量（ t /m３）

2.3程度・2 4 ・15又は18 ・18

２

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

※全数 ・

・ Ａ 種

の形鋼、鋼板

２ セ メ ン ト

かつ28日目で 402Ｊ /ｇ以下のものとする。

適用箇所（※全て ・ ）

シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に

示された規定の他、水和熱が7日目で352Ｊ/ｇ以下、

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、

３ 骨材 アルカリシリカ反応性による区分

※Ａ・Ｂ (コンクリート中のアルカリ総量が3.0 kg/m３ 以下 )

※標準仕様書6.3.1(4)(a)による ・

※標準仕様書6.3.1(4)(b)による ・

・混和材

・混和剤

・合板（※12mm ・ ）Ｇ

※標準仕様書6.8.4による

（ ※図 示 に よ る （ ） ・ ）

・普通エコセメントの場合

６ 型枠

験の不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を

行い、再試験する。

※全数 ・

普通ボルト・ナット類、

・JASS 6 10.4［受入検査］e.溶接部の外観検査(1)から(5)

までによる。ただし、完全溶込み溶接部の外観検査の抜取

亜鉛めっき

・ Ｃ種

・Ｂ種

・15又は18 ・182.3程度・1 8

材料及び使用箇所 ・図示による（ ）

・ブラスト処理（表面粗度50μm Rz以上）
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